
令和 8 年度 第 1 回 南大塚保育園 運営協議会議事録 

 

日 時：令和 8 年 7 月 10 日（金）17：30～18：30 

場 所：南大塚保育園 4 歳児保育室 

 出席者：学歴経験者 原田 晃樹 氏 （立教大学 コミュニティ福祉学部教授） 

     保護者代表 栁沢 慧実 ・成田 南 ・中武 壽美香（欠席） 

     事務局   吉山 文子 （事業団 保育園課長） 

     保育園職員 近藤 絵美子 園長 

           門田 洋行  副園長 

           宍戸 秀子  主任 

           中澤 建太  主任 

司 会：吉山 文子 

配布資料  ・第 1回 運営協議会 次第 

      ・運営協議会委員名簿 

      ・令和 8年度 事業計画 

      ・運営協議会設置要綱 

      ・令和 8年度 改修工事と桜の木の剪定についての報告 

      ・【造形】 活動報告（NPO法人東京学芸大学こども未来研究所 新名 佐和子 先生）  

       ・令和 8年度 運営協議会事前アンケートでいただいたご意見について 

【 協議事項 】 

（１） 委員の委託について 運営協議会委員名簿 参照 

（２） 要綱について 運営協議会設置要綱 参照 

（３） 会長・副会長について 

「運営協議会設置要綱」第 3 条の 3「会長は前項第 4 号のうちから 1 を充てます。」より会長は、吉山文子 

（豊島区社会福祉事業団 保育園課長）が務める。第 3 条の 4「副会長は、第 2 項第 2 号の者のうち 1 人を

充てます。」となっているが昨年度も選任しなかったため、副会長は今年度も選任しないこととする。 

（４） 委員自己紹介 

（５） 令和 8 年度事業計画 令和 8 年度事業計画 参照 

〇事業所目標について 

 職員から意見を集め「子どもと保護者と職員が毎日行きたくなる保育園」に決定した。 

〇「とうきょうすくわくプログラム」の推進について 

1、2 年目は「音」をテーマに取り組んだ。3 年目となる今年は「音」も継続しながら「造形」「運動」 

のテーマを加え、実施する。 



   〇造形活動の取り組み 

令和７年度より NPO法人東京学芸大学こども未来研究所の新名佐和子先生にご指導いただいている。 

昨年度は幼児クラスを対象に 2 ヶ月に 1 回の実施だったが、今年度は全クラス対象になり、毎月来てい 

ただき、実施する。 

    5 月は 5 歳児で洗濯バサミを使った造形遊び、6 月は 2 歳児でシール遊び、7 月は 4 歳児で絵の具 

遊びを行った。（活動報告参照・研究所のホームページを紹介した。） 

   〇園児数確保のための広報活動について 

    コドモンが運営する園探しサイト「ホイシル」を活用している。「ホイシル」を経由した園見学の 

申し込みが増えている。 

   〇実習生、ボランティアの受け入れ 

    養成校では学生の数も減少しており、今年度は実習の依頼自体がない状況である。 

    しかし、職場体験、ボランティアの希望は多く、次世代育成に取り組んでいく。 

    夏休みを利用して、小学生（4 年生以上）の保育士体験も受け入れる予定。 

   〇近隣の保育施設との連携 

    近隣の 4 園での交流を計画している。昨年度同様、年長交流が主になるが、今年度は各園から乳児 

クラスの担任が参加し「乳児クラス保育士の交流会」を計画している。 

他園の情報も共有しながら、質の高い保育を目指す。 

   〇小学校との連携 

    豊島区全体で保幼小の連携に力を入れている。子どもたちが安心して就学できるように小学校に 

足を運ぶ機会を増やす。 

   〇働きやすい環境づくり 

    事業所目標にも通じるが、職員が意見を交わし保育を楽しむことが質の高い保育園作りにつながる   

    と考え、職場環境改善や業務負担軽減に努めていく。 

   〇園舎の改修工事について （令和 8 年度改修工事と桜の木の剪定についての報告 参照） 

    今後要望する改修工事（未決定） 

    ・1 階壁紙の貼り替え（昨年度 2 階は改修済） 

    ・屋上防水シートの改修。経年劣化が進んでいるが、屋上には東京都と豊島区がそれぞれに管轄す 

る設備があり、工事の実施に向けては東京都、豊島区の両方の調整が必要となる。園としては早 

期に改修をしてもらえるよう区に対して強く要望を続けている。 

    ・各保育室の手洗い場の改修 



    ・園庭手洗い場の改修 

    ・桜の木の剪定 

     剪定は７月 18 日（土）に実施予定。樹木医の診断により「毎年少しずつ朽ちる部分が出てくる」 

との指摘を受けたため、定期的なチェックが必要。区の計画的な剪定のための予算は入っていな 

いが、園からの要望によって今後も実施する。本来、桜の剪定は夏場ではなく成長が緩やかになる冬 

場に行うのが一般的であるため、来年度以降は冬の剪定を区に依頼する方向で検討している。日除け 

を作ってくれる大切な桜ではあるが、園児が遊ぶ園庭であるため、今回のような枝の落下等が無いよ 

うに子どもの安全を第一に考えて対応していく。 

 

（6）保護者代表より 

      Q. 3 歳児（幼児クラス）から登園用の靴と園庭で遊ぶ靴が一緒になり、靴の履き替え（園庭用の靴の設置）

が無くなるのはなぜか。園庭で毎日思いっきり遊ばせてもらっているため泥だらけになり、自宅の玄関

に砂が落ちるため、理由を知りたい。 

   A. 靴の着脱については小学校の仕様に合わせている。降園時に自宅へ砂を持ち帰ってしまう課題に対し、

園の玄関周辺に砂落とし用のシートやマットを設置できないか検討する。 

    入室前に衣服や靴の砂や汚れを払う習慣をつけていく。 

 

   Q. 幼児の縦割り保育はなんのために行っているのか？グループ分けの意味を知りたい。 

   A. 異年齢児が関わる機会を作ることをねらいとしている。幼児 3 クラスを 3 つのグループに分け、担任

もクラスに関係なく３つのグループに分ける。いつも一緒に過ごしている担任だけでなく、様々な保育

士が関わることで、それぞれの感じた子どもの姿を共有し、今後の保育につなげている。 

   Q. 縦割りグループは月齢で分けているのか？バランスは考えているのか？ 

   A. 全体のバランスが良くなるように意識して行っている。男女の人数などのバランスは、ある程度考慮 

しながら進めている。 

 

 （7）学歴経験者様より 

・職員のモチベーションはどのように高めているのか。 

→保育士は子どものことを一番に考え、保育を作っている。そのため、まずは保育士の思いを否定せず、 

サポートしていくようにしている。保育はチームで行うものであり、皆で意見を出し合いながらより良 

い保育園づくりに向かっていけるようにしている。 



・大学において保育士を目指す人が少なくなっている。業界のイメージが下がっているのかもしれない。 

→保育の質を上げていくために、研修も大切である。保育士になりたい人がもっと増えていくような発信

をしていくことが大切。 

（8）その他 

    〇保護者の事前アンケートについて 

（令和 8年度運営協議会事前アンケートでいただいたご意見について 参照） 

     前回の運営協議会での提案により、事前に全保護者向けのアンケートを実施した。 

  ・雨の日の登降園について、園庭がぬかるんでいるため、幼児クラスの送り迎えの際に通りにくい。 

改善できないか。 

→元々は、「雨の日は屋根のあるテラス（緑色のテラス）を通って子どもを預けてもよい」ことになっ 

ていたが、現在はあまり周知されていない。改めて保護者に周知、声掛けを行う。 

   ・（４歳児保護者）ドキュメンテーションについて、日々の保育の様子とともに遊びのねらいについて書 

かれていることがあり、勉強になっている。子供の成長を理解しながら家庭でも関わることができてあ 

りがたい。 

   →単なる報告にとどまらず、「どういう意図や目的をもってその日をすごしたか」ということも保護者に

伝えられるようにしている。 

   ・プール・水遊びの実施期間について定めているが、実際の気温がどうなるかは分からないので、柔軟に

対応できないのか。 

   →プール・水遊びの実施には、最低 3 名の職員（監視担当、プール内で指導する担当、フリーで動く担当）

の配置が必須である。また、暑さ指数も実施を決める基準となっている。毎年、8 月は暑すぎてほとん 

ど実施できないことと、職員も交代で休みを取っているため、安全管理が課題となっている。 

    検討の結果、今年度は一番暑い 8 月のプール実施を休止し、その分プール開きを前倒しする措置をとっ

た。プール運営に関しては毎年、職員間で振りかえりを行っている。今年度の結果を踏まえ、思ったよ

うに運営できなかった点があれば、保護者の意見も参考にしながら来年度に向けて再度検討する。 

   ・桜の木に関する報告と今後の対応 

   →（5）事業計画の中で説明したため省略。 

  

                                             以上                                                                         

記録 南大塚保育園 主任 宍戸秀子 

 



令和８年度 南大塚保育園保育園 事業計画 

 

保育園課目標：保育の質の向上 

事業所目標：「こどもと ほごしゃと しょくいんが まいにち いきたくなる ほいくえん」 

 

重点目標１ サービスの質の向上 

 ・「とうきょうすくわくプログラム事業」の推進拡大 

 R8 年度 テーマ①「音」 

・・・R6 R7 引き続きテーマとして取り組む。今年度は園庭で音に触れて遊ぶことのできる環境構成を検討中。 

 R8 年度 テーマ②「造形（色）」新 

・・・R8 より新テーマとして取り組む。身近な教材や玩具から子どもの色への興味関心が広がるよう計画している。 

R8 年度 テーマ②「運動」新 

 ・・・R8 より新テーマとして取り組む。室内で体幹を刺激する遊具を取り入れ、子どものバランス感覚を養える取り

組みをしていく。 

 ・保護者との連携強化 

    行事だけでなく日常の保育参加に来て頂き子どもの成長をお互いに共感できるようにする。 

 ・保育環境の整備 

 

重点目標２ 組織・財務体質の強化 

 ・持続可能な運営を支える。 

 ・園児数確保のための広報活動・・・・HP の更新・Instagram の活用・園見学サイト「ホイシル」での施設見学 

重点目標３ 人材確保・定着・育成 

 ・未来を担う「実習生受け入れの拡大」 「職場体験への呼びかけ拡張」 「ボランティアの受け入れ」 

 ・学びを深める「職層別研修と交流の推進」「外部による不適切保育防止研修の実施」 

 ・キャリアアップ研修の充実 

  

  

重点目標４ 地域への貢献 

 ・地域とつながる「子育て支援の拡充」・・・マイほいくえん事業 

 ・保育施設間交流の連携・・・近隣の保育園同士、連携を深める。 

 ・世代をつなぐ「地域との交流促進」・・・巣鴨小学校、西巣鴨中学校との交流 

                          区民広場への訪問（敬老イベント） 

 

重点目標５ 働きやすい職場作り 

・職員間コミュニケーションの推進・・・園内研修でのディスカッションを促進する。 

・業務改善・再構築・・・ICT 化の見直し等 

・専門家によるメンタルヘルス研修 
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令和８年 南大塚保育園 運営協議会 資料 

 

南大塚保育園 令和８年度 改修工事と桜の木の剪定についての報告 

１，園舎・保育室に関わる改修工事 

① 園舎全面の建具の改修工事 

園内、各クラスの扉や窓枠など老朽化により塗装の剥がれや、木材の削れている部分が見られてい

る。また、２階、各クラスの扉についた安全錠も古くなりかかりづらくなっている。そうした箇所を

全面的に補装し改修する。 

 

【対象箇所】 

・１階２階 各保育室と廊下に面した窓枠。 

・１階２階 各保育室の入り口。２階の安全錠新設。 

・１階 階段の隣にある倉庫の扉 

・１階 調理室の配膳台周辺 

・２階 １歳室と２歳室を行き来する扉の改修 

 

 ② 区へ要望している改修工事について 

1. １階 保育室と廊下の壁紙の改修 

2. 屋上の防水シート 

3. 各保育室の手洗い場の改修 

4. 園庭手洗い場の改修 

     

２．桜の木の剪定について 

６月１８日（木）桜の木が折れて落下したことを受け、６月２３日（火）樹木医による診断を受ける。古

い桜の木ということもあり内部に空洞等が見られている。 

７月１８日（土）９：００より剪定が行われる。 

樹木医より毎年、桜の木の定期的な剪定を行うことが必要ということだったこともあり、区に計画的な剪

定を依頼する。区の返答としては計画的な剪定というのは行っておらず、園より要望をだしてもらい、業

者に依頼をかけるとのことだった。 

園庭に日陰を作っている桜の木のため現存可能な限り残していき、子どもの安全に過ごせるよう毎年、剪

定の要望を行うよう区へ依頼を出していきたい。 
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令和８年度運営協議会参加アンケートでいただいたご意見について 

〇雨の日の入退室を何とか工夫ないかなとずっと考えてます。 

子どもだけでも玄関から入れるとか。ピーク時狭いですね…。 

 

〇いつも子どもたちのために温かく丁寧に保育してくださり、ありがとうございます。娘も嫌が

ることなく、毎日楽しそうに登園しています。先生方が一人ひとりに親身に向き合ってくださっ

ているのを日々感じており、親としても本当に感謝しております。これからもどうぞよろしくお

願いいたします。 

 

〇きりん組になって、日々の保育の様子を伝えてもらう際に遊びのねらい、目的についても一緒

に書かれていることがあり勉強になっています。子どもの成長を理解しながら家庭でも関わるこ

とができるためありがたいです。 

 

〇プール、水遊びの期間を年度はじめに確定させていますが、実際気温がどうなるかはその時に

ならないとわからないので GW明けから 9月末まで（開始時期、終了時期はお知らせします）に

して柔軟にするのはどうかな？と思います。今年は 7月上旬まで涼し目でしたが年によってはも

う 5月から暑かったり、10月も暑いときがあるかなと思います。 

 

 

〇先日桜の木の枝が落下した件で伺いたいです。樹木は幹に空洞ができたり枝が腐ったりなどで

目視では危険な状態なのが分からないことがあると聞いたことがあります。 

必要に応じて専門家による定期的な点検などの予定、計画がありましたら教えていただきたいで

す。 

 

〇桜の木のお知らせで４〜5年はもつとのことでしたが、完全にだめになる前に数年内に伐採す

るのでしょうか…？なんか新しいのを植えられたらいいなと思いました。 
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